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令和 4年 3月 25日 

 

実施報告書 

 

〇事業名   ゼロエミ・アクション 2050連携プラットフォーム事業 

〇実施者名  サステナブルライフスタイル TOKYO実行委員会 委員長 小宮山宏 

 

 

１ 事業概要と令和 3年度の実施報告 

 

（１）目的・位置付け 

東京都が 2019年末に取りまとめた「ゼロエミッション東京戦略」では、2050年に CO2排

出実質ゼロに向けた取組・ロードマップが策定された。その戦略では、「多様な主体と連携

したムーブメントと社会システムの変革」として、消費者と企業と共にゼロエミ・アクショ

ンに取り組む行動の推進を目指すことを掲げている。これに対し、企業側も近年は個社での

取組を超えて、NGO のイニシアティブ（RE100・SBT等）に参画するなど、多様な主体により

脱炭素を推進することの重要性が益々認識されつつある。一方の消費者側も、新型コロナを

契機に、自然・環境共生への意識が高まっているものの、自身のライフスタイルを見直す上

で、日々の消費や選択に関する正しい環境知識や情報不足、ゼロエミッションな製品・サー

ビスの選択肢が少ないと言った課題がある。そこで本事業では、江戸から受け継がれる日本

人の知恵と、21 世紀の先端技術・金融の力を生かし、人と自然、人と人、人と地域がつな

がり、人々の健康や福祉がより充実した、脱炭素でサステナブルなライフスタイルを広げる

ための、東京発の全国に開かれた“ゼロエミ・アクション 2050連携プラットフォーム”を

構築し、多様な主体と連携した「ゼロエミッション」の推進と同時に、SDGs の達成にも貢

献する「サステナブル・リカバリー」を東京都と共同で進めることを目的とする。 

 

 

（２）令和 3年度の実施報告 

 

① 実行委員会の開催 

本事業の推進のため、今年度は 2回の実行委員会を開催した（第 3回は 2022年 4月 4日

開催予定）。開催概要は以下の通り。 

 

 第１回サステナブルライフスタイル TOKYO実行委員会 

 日時：2021年 7月 16日 14:30～15:15 

 出席者：小宮山宏委員長、鈴木敦子副委員長、吉高まり委員、梅原由美子委

員、東京都環境局、石井幸造アドバイザー、日比保史アドバイザー、山ノ下

麻木乃アドバイザー、相川ふみ氏（薗田綾子アドバイザー代理） 
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 主な議題： 

 本年度事業計画について 

 協賛パートナー営業について 

 マッチング審査会について 

 若者アンバサダーへのメンター活動について 

 

 第 2回サステナブルライフスタイル TOKYO実行委員会 

 日時：2021年 11月 25日 15:00～16:30 

 出席者：小宮山宏委員長、小林光副委員長、鈴木敦子副委員長、梅原由美子委員、

東京都環境局、宮原氏（小宮山委員長秘書） 

 主な議題： 

 今年度前半の活動実績と収支 

 協賛パートナー紹介制度について 

 協賛パートナーの営業活動について 

 

 第 3回サステナブルライフスタイル TOKYO実行委員会（開催予定） 

 日時：2022年 4月 4日 11:00～12:00 

 出席者：小宮山宏委員長、小林光副委員長、鈴木敦子副委員長、吉高まり委員、

梅原由美子委員、東京都環境局 

 主な議題: 

 令和 3年度後半と通年の活動実績と収支 

 令和 4年度事業計画について 

 協賛パートナー営業について 

 

 

② 若者アンバサダー活動の推進のための、アンバサダーミーティングの開催 

2回のアンバサダーミーティングをオンラインで開催した。開催概要は以下の通り。 

 第 1回アンバサダーミーティング 

 日時：2021年 4月 2日 18:00〜19:00 

 主な議題： 

 挨拶・オリエンテーション 

 グループでの自己紹介・ディスカッション 

 第 2回アンバサダーミーティング 

 日時：2021年 12月 7日 18:00〜20:00 

 主な議題： 

 アイデア提案について 

 メンター活動について 

 SNS での発信について 
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③ 若者アンバサダー活動の推進のためのオンラインレクチャーの開催 

15 回のレクチャーを開催した（内 13 回と 14 回は④で後述する第 1 回交流会内で実施し

た）。開催概要は 4ページにある表の通り。 

 

 

【レクチャーレポート】 受講した若者アンバサダー自身で作成 

・第 1回 https://donutstokyo.org/articles/knowledge/1738/ 

・第 2回 https://donutstokyo.org/articles/knowledge/1800/ 

・第 3回 https://donutstokyo.org/articles/knowledge/1880/ 

・第 4回 https://donutstokyo.org/articles/knowledge/1888/ 

・第 5回 https://donutstokyo.org/articles/knowledge/2851/ 

・第 6回 https://donutstokyo.org/articles/knowledge/1945/ 

・第 7回 https://donutstokyo.org/articles/knowledge/2020/ 

・第 8回 https://donutstokyoorg/articles/knowledge/2081/ 

・第 9回 https://donutstokyo.org/articles/knowledge/2157/ 

・第 10回 https://donutstokyo.org/articles/knowledge/2200/ 

・第 11回 https://donutstokyo.org/articles/knowledge/2325/ 

・第 12回 https://donutstokyo.org/articles/knowledge/2638/ 

・第 13回 準備中 

・第 14回 https://donutstokyo.org/articles/knowledge/2945/ 

・第 15回 準備中 

 

 

https://donutstokyo.org/articles/knowledge/1738/
https://donutstokyo.org/articles/knowledge/1800/
https://donutstokyo.org/articles/knowledge/1880/
https://donutstokyo.org/articles/knowledge/1888/
https://donutstokyo.org/articles/knowledge/2851/
https://donutstokyo.org/articles/knowledge/1945/
https://donutstokyo.org/articles/knowledge/2020/
https://donutstokyoorg/articles/knowledge/2081/
https://donutstokyo.org/articles/knowledge/2157/
https://donutstokyo.org/articles/knowledge/2200/
https://donutstokyo.org/articles/knowledge/2325/
https://donutstokyo.org/articles/knowledge/2638/
https://donutstokyo.org/articles/knowledge/2945/


 

 

表 レクチャー開催実績 
 

開催日 講師属性 講師名 所属・肩書 レクチャータイトル 

第 1回 4 月 2 日 実行委員 小宮山宏氏 (株)三菱総合研究所 理事長 持続可能社会ってどんな社会？ 

第 2回 6 月 18日 東京都環境局 古澤康夫氏 

千葉稔子氏 

資源循環推進専門課長 

地球環境エネルギー部計画課 統括課長代理 

東京都ゼロエミッション戦略について 

第 3回 7 月 2 日 アドバイザー 山ノ下麻木乃

氏 

（公財）地球環境戦略研究機関 生物多様性と森林領

域 上席研究員 

気候変動と土地利用－世界の森林減少と私たちの食

生活 

第 4回 7 月 2 日 外部講師 楠本良延氏 (国研)農業・食品産業技術総合研究機構 西日本農業

研究センター 上級研究員 

有機農業が育む生物多様性と地域資源活用 

第 5回 7 月 16日 協賛パートナー 金丸美樹氏 (株)SEE THE SUN 代表取締役 企業と生活者でともに考えるサステナブルな未来 

第 6回 8 月 06日 実行委員 鈴木敦子氏 (株)環境ビジネスエージェンシー 代表取締役 生活者を巻き込む森づくり 

第 7回 8 月 20日 実行委員 小林光氏 東京大学教養学部客員教授 家では何ができるか？そのリアリティ 

第 8回 9 月 3 日 実行委員 吉高まり氏 三菱 UFJ リサーチ＆コンサルティング(株) 経営企

画部副部長 

あなたの 1 円が社会や未来を変える！？ 

第 9回 9 月 17日 アドバイザー 大和田順子氏 同志社大学政策学部・総合政策科学研究科教授 SDGs を活かした地域づくり～都市農村交流を中心

に～ 

第 10 回 9 月 24日 外部講師 岩元美智彦氏 日本環境設計(株) 代表取締役会長 みんな参加型の循環型社会 

第 11 回 10月 1日 アドバイザー 

外部講師 

石井幸造氏 

仲山真由氏 

(一社)MSCジャパン プログラム・ディレクター 

(一社)MSCジャパン シニアコマーシャルオフィサー 

水産資源の現状と MSC 認証制度について 

第 12 回 10月 22日 アドバイザー 藤野純一氏 （公財）地球環境戦略研究機関 サステイナビリティ

統合センター プログラムディレクター/上席研究員 

地域で SDGs・ゼロカーボンを実践し、世界につなが

る 

第 13 回 11月 21日 外部講師 安西英明氏 (公社) 日本野鳥の会 主席研究員 葛西臨海公園での生態系観察会 

第 14 回 11月 21日 外部講師 鈴木伸典氏 (株)ゼットン 代表取締役 株式会社ゼットンのサステナビリティ経営について 

第 15 回 3 月 18日 外部講師 関祥之氏 日本郵政(株) IR室長/経営企画部サステナビリティ

推進室長 

郵便局とともに作るサステナブルな未来 

4
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④ 若者アンバサダー等との関係者交流会の開催 

本事業の推進のため、今年度は 1回の関係者交流会を開催した。開催概要は以下の通り。 

 

 令和 3年度第１回交流会 

 日程：2021年 11月 21日 

 時間：生態系観察会① 10:00～11:30 

   生態系観察会② 11:30〜12:15 

   交流会 12:30～15:00 

 会場：［生態系観察会］葛西臨海公園鳥類園 

    ［交流会］SORAMIDO BBQ（葛西臨海公園内） 

 出席者：鈴木伸典氏（SORAMIDO BBQ運営・株式会社ゼットン代表取締役）、

鈴木敦子副委員長、梅原由美子委員、木村麻紀アドバイザー、薗田綾子アド

バイザー、山ノ下麻木乃アドバイザー、金丸美樹氏（Food Up Island 事務局

／株式会社 SEE THE SUN代表取締役）、協賛パートナー3名、若者アンバサ

ダー12 名他 

 プログラム： 

 生態系観察会 

「葛西海浜公園」は、東京都で初めてラムサール条約に登録された砂泥

干潟であり、二枚貝類、甲殻類、多毛類など多くの生物が生息し、カモ

類をはじめとする渡り鳥の飛来地になっている。ゼロエミッション東京

の実現を考える上で、東京にある貴重な湿地や生態系を支える仕組みに

ついて学ぶため、日本野鳥の会から講師をお招きした。 

 交流会 

12:50～13:30 講演と食事（弁当） 

「株式会社ゼットンのサステナビリティ経営について」鈴木伸典氏

13:30～14:00 交流会 

14:00～14:55 トークセッション 

「脱炭素×食のサステナビリティ」 

「アンバサダーが提案するゼロエミッションな東京の未来」 

15:00 閉会 

＊当日は、新型コロナウイルス感染症対策として、「手指消毒の徹底」

「飲食時の黙食」「飲食時以外のマスク着用徹底」「ソーシャルディス

タンスの確保」に配慮しながら屋外の会場にて開催した。 



6 

 

  

     写真 鈴木伸典氏講演の様子          写真 集合写真 

 

 

⑤ 協賛パートナー・プログラム説明会の開催 

本事業の推進のため、今年度は 1回の協賛パートナー・プログラム説明会を開催した。開

催概要は以下の通り。 

 協賛パートナー・プログラム説明会 

 日時：2021年 7月 16日 15:30～16:30 

 開催方法：オンライン（ZOOM） 

 出席者：小宮山宏委員長、鈴木敦子副委員長、吉高まり委員、梅原由美子委

員、東京都環境局、石井幸造アドバイザー、日比保史アドバイザー、若者ア

ンバサダー4名、企業・団体参加 14社 

 プログラム： 

 挨拶 

 事業説明 

 若者アンバサダーの紹介 

 協賛パートナー・プログラムの紹介 

※2022年 3月時点での協賛パートナーは 1団体となっている（詳細は 15ページ参照） 

 

⑥ 協賛パートナー・プログラムの実施 

イノベーション・パートナーである Food Up Island と共に今年度は以下のプログラムを

実施した。実施概要は以下の通り。 

 

1）アイデア募集 

2021年 12月 10日～2月 10日（第一次募集）、2月 11月～3月 10 日（第二次募集）まで

の計 3か月間をかけて広く一般からアイデア募集を行った。 

第一次募集では 14 件、第二次募集では 11 件のアイデアが寄せられた。マッチング審査

は 3月中に実施し、4月以降に審査結果を公表予定。募集概要は以下のとおり。 
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【アイデア募集概要】 

・団体名：Food Up Island（フード・アップ・アイランド） 

・団体概要：食品企業 8 社の有志による食の共創コミュニティ（参加企業：カゴメ株式会

社、亀田製菓株式会社、カルビー株式会社、キリンホールディングス株式会社、サッポ

ロビール株式会社、株式会社ニチレイフーズ、森永製菓株式会社、森永乳業株式会社） 

・募集する課題： 

課題 1：サステナブルな「食産業」を創っていく上で必要と思われる新しいサービスやビ

ジネスモデル等を提案してください。 

課題 2：サステナブルな Z世代が『ファン』になる食品企業とはどのような企業ですか？

あなたのアイデアをお聞かせください。 

※アイデア提案は、課題 1と 2の両方ではなく、どちらか一方だけでも結構です。 

※課題 1 と 2 に対するアイデア提案は、それぞれ個別に行って頂いても、一つのアイデ

アの中に盛り込んで頂いても結構です。ご自由にご提案ください。 

※アイデアは、お一人（又は一団体）につき、いくつでもご応募いただけます。 

・応募資格：どなたでも、どのご年齢の方でもご応募いただけます。東京都在住・在勤に関

わらず、全国どの地域にお住いの方でもご応募いただけます。 

・募集期間：（第一次募集）2021年 12月 10日(金)～2022年 2月 10 日(木)23時 59分 

（第二次募集）2022年 2月 11日(金)～3月 10日(木)23時 59分 

・応募方法： 

〈1〉Idea Meets からご応募ください。 

（「イノベーション・アイデア応募」を選択してください） 

〈2〉アイデア募集ページの URLを入力頂く箇所がありますので URLをコピーして下さい。 

〈3〉アイデア名 

〈4〉アイデア概要（300字から 500字程度） 

〈5〉提案者名（氏名または団体名） 

〈6〉資料のアップロード 

  次のファイルをアップロードいただけます。 

【JPEG , JPG , PNG , PDF , DOC , DOCX , XLS , XLSX , PPTX , PPT】 

〈7〉関連 URL  

※動画や音声ファイル等の場合は、ご自身がお使いのオンラインストレージサービス

等を利用してデータを共有いただくか、ご自身のホームページや各種 SNS等の URLを

お知らせください。 

〈8〉記入者情報 

・アイデア採用特典 

〈1〉Food Up Island へのプレゼンテーションの機会や共創会議にご参加頂けます。 

〈2〉Food Up Island より優秀アイデア 5 件程度に景品が贈られます。 

 

【アイデア募集ページ】https://donutstokyo.org/articles/idea-meets/2112/ 
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2）若者アンバサダーによるインタビューの実施 

アイデア募集に際し、Food Up Island の取組と課題について若者アンバサダーがインタ

ビューを実施した。詳細は以下のとおり。 

 

 Food Up Island へのインタビュー 

 日時：2021年 7月 16日 19:00〜20:00 

 開催方法：オンライン（ZOOM） 

 出席者：金丸美樹氏（Food Up Island 事務局／株式会社 SEE THE SUN代表取

締役）、Food Up Islandメンバー（食品企業にて商品開発の研究員やマーケ

ティングに従事）5名、梅原由美子委員、若者アンバサダー5名 

 インタビュー内容： 

 Food Up Island 設立の経緯 

 FUI の活動と魅力について 

 FUI が抱える課題について 

 インタビューページ：https://donutstokyo.org/articles/interview/2128/ 

 

3）アイデア募集イベントの開催 

アイデア募集に際し、トークイベントを開催した。開催概要は以下のとおり。 

 

 『みんなで創るサステナブルな「食産業」〜企業と消費者の対話で生み出される

ものは？〜』 

 日時：2022年 1月 27日 11:00〜12:00 

 開催方法：オンライン（ZOOM） 

 出席者：金丸美樹氏（Food Up Island 事務局／株式会社 SEE THE SUN代表取

締役）、東京都環境局、梅原由美子委員、阪田留菜氏（若者アンバサダ

ー）、一般参加約 20名 

 プログラム： 

 開会挨拶・事業説明 

 レクチャー「ゼロエミッション東京戦略について」 

 レクチャー「Food Up Island と DO!NUTS TOKYOの共創について」 

 トークセッション 

 アイデア応募方法の説明 

 閉会挨拶 

 動画視聴ページ：https://donutstokyo.org/articles/knowledge/2778/ 

 

 

 

https://youtu.be/Ukw7GGkBDe8?t=475
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4）Food Up Island 主催共創イベントへの参加 

Food Up Islandと若者アンバサダーの共創活動の一環として、Food Up Island 主催の定

例イベントに若者アンバサダーが出席した。イベントの概要は以下のとおり。 

 

 Food Up Island 定例イベント 

 日時：2022年 3月 9日 13:00〜16:00 

 会場：シティラボ東京（東京都中央区京橋 3丁目 1-1） 

 出席者：熊坂賢次氏（慶應義塾大学環境情報学部名誉教授／社会学者）、金

丸美樹氏（Food Up Island事務局／株式会社 SEE THE SUN代表取締役）、

Food Up Island メンバー、梅原由美子委員、若者アンバサダー3名 

 テーマ：未来の社会デザイン 

 プログラム 

 熊坂賢次氏によるレクチャー 

 グループワーク・ディスカッション 

 

 

⑦ 一般参加型イベントの開催 

本事業の推進のため、今年度は若者アンバサダーと一般参加者によるワークショップイ

ベントを 2回開催した。開催概要は以下の通り。 

 

 『未来ワークショップ』 

 日時：2022年 1月 28日 15:30〜18:00 

 開催方法：オンライン（ZOOM） 

 出席者：鈴木敦子副委員長、梅原由美子委員、薗田綾子アドバイザー、須藤

あまね氏（ファシリテーター）、野月そよか氏（記録）、一般参加 6名、若

者アンバサダー5名 

 プログラム： 

 開会挨拶・趣旨説明 

 第一部 未来を考える上で認識すべきこと（ディスカッション） 

 第二部 未来ワークショップ（ディスカッション） 

 全体共有 

 閉会挨拶 

 イベントページ：https://donutstokyo.org/articles/newsevents/2601/ 
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図 ワークショップの内容を記したグラフィックレコーディング 

 

 『ドーナツ経済学で東京・丸の内の未来を考えよう！』 

 日時：2022年 3月 3日 13:00〜16:00 

 開催方法：会場参加と ZOOM配信 

 会場：3×3 Lab Future （東京都千代田区大手町 1－1－2） 

 出席者：村上孝憲氏（一般社団法人エコッツェリア協会理事／三菱地所株式

会社専任部長）、加藤佑氏（株式会社ハーチ代表取締役）、鈴木敦子副委員

長、梅原由美子委員、木村麻紀アドバイザー、一般ワークショップ参加者 15

名、傍聴参加者約 25名、若者アンバサダー6名 

 プログラム： 

 開会挨拶 

 第一部 レクチャー「ドーナツ経済学とは何か？」  

     レクシャー「丸の内のゼロエミッション取り組み」 

 第二部 ワークショップ（グループディスカッション） 

 チーム発表 

 閉会挨拶 

 イベントページ：https://donutstokyo.org/articles/newsevents/2797/ 

  

写真 レクチャーの様子           写真 集合写真 
                          （※撮影時のみマスクを外しています） 
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写真 グループ別のワークシート 

 

⑧ メディア出演 

本事業の推進のため、ハースト婦人画報社エル・コンテンツ部からの依頼を受け、若者ア

ンバサダーがファッション雑誌「エル・ジャポン 1月号」（2021年 11 月 27日発売）の取材

に参加し、ファッションブランド「CFCL」代表・クリエイティブディレクターの高橋悠介氏

とアパレル業界やファッションの可能性についてディスカッションを行った。掲載誌は以

下のとおり。 

     

図 エル・ジャポン 1月号 表紙と誌面 
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⑨ 外部団体主催イベントへの出演 

本事業の推進のため、若者アンバサダーが外部団体主催のイベントに出席（及び出席予定）

した。詳細は以下のとおり。 

 

 『作り手と生活者が共に創る未来～これからの消費社会のあり方を語り合おう～』 

 日時：2021年 12月 8日 16:00〜17:30 

 開催方法：オンライン 

 出席者：末吉隆彦氏（クウジット株式会社代表取締役）、金丸美樹氏（Food 

Up Island事務局／株式会社 SEE THE SUN 代表取締役）、畑谷芳樹氏（株式

会社ビオトープ代表／OUR TeRaSu 企画運営）、井上寛人氏（若者アンバサダ

ー） 

 主催：OUR TeRaSu 

 イベントページ：https://donutstokyo.org/articles/newsevents/2508/ 

 

 『CSV経営サロン 2021年度 第二回 ～新しい環境ビジネスを生む。サステナブ

ル食品を例にして～』 

 日時：2021年 1月 21日 15:00〜17:00 

 開催方法：会場参加と ZOOM配信 

 出席者：小林光副委員長、吉高まり委員、金丸美樹氏（Food Up Island事務

局／株式会社 SEE THE SUN代表取締役）、井上寛人氏（若者アンバサダー） 

 主催：エコッツェリア協会（一般社団法人大丸有環境共生型まちづくり推進

協会） 

 イベントページ：https://donutstokyo.org/articles/newsevents/2560/ 

 

 『脱炭素社会の課題を考える 3.26シンポジウム』（出席予定） 

 日時：2021年 3月 26日 13:00〜16:00 

 開催方法：オンライン 

 出席者：江守正多氏（国立環境研究所地域システム副領域長）、林野庁職員

（森林×SDGs プロジェクトメンバー予定）、山崎誠氏（衆議院議員／森びと

アドバイザー）、井上寛人氏（若者アンバサダー） 

 主催：森びとプロジェクト 

 イベントページ：https://donutstokyo.org/articles/newsevents/2870/ 
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⑩ 受賞歴 

DO! NUTS TOKYOの社会ムーブメント活動におけるクリエイティブなデザイン価値（ロゴ

デザイン）が評価され、協力団体である creativity is everywhere（代表 梅原タカオ

氏）がアメリカの「2021 AMERICAN GRAPHIC DESIGN AWARDS」（Graphic Design US主催）

を受賞した。 

 

   

写真 表彰状             画像 主催者公式サイト 

 

 

⑪ 「ジェンダーダイバーシティと気候変動アクションの関連性プロジェクト」への参画 

本事業の推進のため、「ジェンダーダイバーシティと気候変動アクションの関連性プロ

ジェクト」に参画するとともに、国際女性デー（2022年 3月 8日）に合わせ、本プロジェ

クトの始動を発表した。 

本プロジェクトは、薗田綾子アドバイザーのイニシアチブにより始まり、吉高まり委員

が設立した一般社団法人 Virtue Design（バーチューデザイン）が Tara Climate（欧州気

候基金）にプロジェクト助成を申請し採択された事業である。 

 主に次の 3つの取組を行うものであるが、DO! NUTS TOKYOとして「3」」のプロジェクトに参

画した。 

1) 気候変動とジェンダーの関連性分析 

2) 就活情報や ESG機関への分析データ提供 

3) 若者と連携したダイバーシティ・気候変動のムーブメント 

 

今後、日本企業の気候変動への取り組み度合いとジェンダー平等の進展度の相関関係を

分析し、Z世代の若者が企業選択の基準の一つとしてこれらの情報を活用できるよう発信

していくことなどを予定している。また、DO! NUTS TOKYO としても若者アンバサダーと連

携して、ワークショップの開催や情報発信等を行っていく予定である。 
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【プロジェクトメンバー】 

・薗田綾子アドバイザー 

・吉高まり委員   

・梅原由美子委員 

・大崎麻子氏（ジェンダー・スペシャリスト／特定非営利活動法人 Gender Action 

Platform理事）、 

・只松観智子氏（株式会社 Think Impacts代表取締役／特定非営利活動法人 Gender 

Action Platform 理事） 

 

【一般社団法人 Virtue Design公式サイト】https://www.virtue-design.or.jp/ 

【Tara Climate公式サイト】https://www.taraclimate.org/ 

【プレスリリースページ】https://donutstokyo.org/articles/newsevents/2884/ 

 

 

2 本事業の実施体制 

 

（１）実施主体 

サステナブルライフスタイル TOKYO実行委員会 

  ・実行委員  

（委員長）小宮山宏（（株）三菱総合研究所理事長、プラチナ構想ネットワーク会長） 

（副委員長）鈴木 敦子（（株）環境ビジネスエージェンシー代表取締役 

（副委員長）小林光（東京大学教養学部客員教授） 

（委員）吉高まり（三菱 UFJリサーチ＆コンサルティング（株）経営企画部副部長 

（委員）梅原由美子（Value Frontier（株）代表取締役） 

＊各個人が個人名で参画している。 

・運営事務局  

Value Frontier（株）実務、広報、営業、経理事務等（実行委員会から事務局業務を

受託） 

 

（２）協力団体・協力者・パートナー 

・後援団体 

・プラチナ構想ネットワーク 

 

  ・協力団体 

・一般社団法人サステナブル経営推進機構 

・（株）Freewill  

・Creativity is everywhere 

・（株）ゼロック（旧社名(株)ダブルボランチ） 



15 

 

 ・アドバイザー（五十音順） 

・石井 幸造  （一社）MSCジャパン プログラム・ディレクター 

・大庭 みゆき （株）環境エネルギー総合研究所 代表取締役 

・大和田 順子 同志社大学政策学部・総合政策科学研究科ソーシャルイノベーシ

ョンコース 教授 

・木村 麻紀  ジャーナリスト／（株）TREE 編集ディレクター 

・薗田 綾子  （株）クレアン 代表取締役 

・日比 保史  （一社）コンサベーション・インターナショナル・ジャパン 

代表理事 

・藤野 純一  （公財）地球環境戦略研究機関サステイナビリティ統合センター 

プログラムディレクター／上席研究員 

・山ノ下麻木乃 （公財）地球環境戦略研究機関 生物多様性と森林領域 

         上席研究員 

 

・協賛パートナー 

（イノベーション・パートナー） 

・Food Up Island 

（参加企業：カゴメ株式会社、亀田製菓株式会社、カルビー株式会社、キリンホー

ルディングス株式会社、サッポロビール株式会社、株式会社ニチレイフーズ、森

永製菓株式会社、森永乳業株式会社） 

 

・メディアパートナー 

  ・IDEAS FOR GOOD（株式会社ハーチ運営） 


